
数理解析研究所講究録 1295

Computer Algebra – Algorithms,

Implementations and Applications

京都大学数理解析研究所

2002 年 11 月



はじめに

電気通信大学電気通信学部情報工学科

村尾裕一 (Hirokazu MURAO)

本講究録は, 2001年 11 月 19 日 \sim 22 田\subset 京都大学数理解析研究所で開催された研究集会
$\lceil \mathrm{C}\mathrm{o}\mathrm{m}\mathrm{p}\mathrm{u}\mathrm{t}\mathrm{e}\mathrm{r}$ Algebra-Algorithms, Implementations and $\mathrm{A}\mathrm{p}\mathrm{p}\mathrm{l}\mathrm{i}\mathrm{c}\mathrm{a}\mathrm{t}\mathrm{i}\mathrm{o}\mathrm{n}\mathrm{s}\rfloor$ (CA-ALIAS’OI)

の報告集である. 本集会は, 20年余りにわたり続けられてきた前身の「数式処理と数学
研究への応用」 と「数式処理における理論と応用の研究」 を引き継ぐもので, 通算で 20
回目にあたる. 発表は 40件弱の申し込みがあり, 若干のキャンセルや整理・統合の後も

35件以上の講演が行われた. 参加者も 4 日間で計約 90名を数え, 発表での質疑応答, 個

人間での意見交換や議論も活発に行われ, 大変盛況であった.

発表の内容は, 微分作用素, 群論および可換環論, 量子計算の応用, 行列計算や線形

代数, 微分方程式や差分方程式の解法, 代数方程式の解法, グレブナ基底の計算法, 近

似計算や数値処理との統合, 安定化理論, 数式処理システムの教育利用 (インタフエー

スの形態とソフトウェアの構築法) 等, 対象とするは多方面にわたり, これらに関する

アルゴリズムや改良法, 実装法と計算機実験の結果などである. これらは, 世界におけ

る数式処理関連の研究の傾向と一致するばかりでな $\langle$ , 我が国における数式処理の研究

の層の厚さを感じる. また, 今回から研究集会の表題が英語となっているが, 最近は, 海

外の研究者も交えた研究発表が定着してきており, 実質的にも国際化の方向を歩んでい

ることは大変喜ばしいことである.

回数を重ねてきた国際会議では, その歴史が proceedings 中で \check \supset づられていることが

よくある. 個\lambda 的にも, 昔の文献を探すのに大変便利であると感じている. そこで本冊

においても, 冒頭に述べた歴史をまとめ, 関連する講究録の一覧を作成して巻末に掲載
した. 何かのお役に立てれば幸いである.

本冊の編集は, D炸$\lambda$ と shell script の機能を用いて, ページ数の割振りや目次の作成

まで含め大部分を一括して機械的に行うことができた. 編集者が不馴れなため原稿の蒐
集および編集作業に多大な時間を要し, その結果発刊が大変遅れてしまった. お詫び申

し上げる. 実際の編集には, 日本数式処理学会で用意されたツール群の提供と齋藤友克

氏の協力を得た. ここに記して感謝の意を表したい.
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